
  

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

       
フェイスブック、ツイッター、メールマガジン、ブログを更新中！            （討議資料） 

      

鎌倉市長 松尾 崇の 

月刊温故知新鎌倉 
■ 松尾 崇（まつお たかし/４４歳）の履歴 ■ 

昭和４８年鎌倉市で生まれ、西鎌倉幼稚園、西鎌倉小学校、鎌倉学園、日本大学、会社勤務を経て、 

鎌倉市議会議員・神奈川県議会議員を通算約８年間勤め、平成２１年より鎌倉市長（現在２期目）。 

家族は妻と３人の娘（４歳６歳１０歳）。趣味は山登り、ジョギング。座右の銘は『温故知新』 

平成２９年１１月号 
 

 

 

No. 
140 

【有権者数】148,309人 

【投票者数】89,163人 

【投票率】60.12％ 
 

松尾たかし 46,666票 

飯田よしき 20,816票 

岩田かおる  9,893票 

石田ともつぐ 8,247票 
 

公職選挙法により、お礼を申し上げる

ことはできませんので、結果だけを掲

載させていただきます。 
 

 

平成 29年 鎌倉市長 選挙結果 

今回の選挙戦を通じて、本庁舎の移転について、

多くのご質問をいただきました。 

特に鎌倉地域で言われたのが『市役所が近くになく

なったら、とても不便になる』ということでした。 
 

仮に市役所本庁舎が移転しても、戸籍や住民票の

交付など市民サービスの窓口、子育てや介護など

の市民の相談窓口などは、今の市役所の場所に残

すことで検討しますので、その点については、ご安

心ください。 

市役所本庁舎入口に、相談員 

 

 
9月 1日より、鎌倉市役所本庁舎の 1階ロビー入口

に、立って案内業務を行う『フロアー相談員』を
配置しました。（来庁者が多くなる午前 9時～午後 2

時頃までの配置です。） 

来庁者の方への素早い対応を行うと共に、高齢者

に付き添ってご希望の窓口までご案内するなどの

サービス向上に取り組むものです。 

相談員へは、どうぞお気軽にお声掛けください。 

本庁舎の移転について 

この施設は、由比ガ浜保育園、鎌倉子育て支援セ

ンター及び障害児通所支援施設からなる複合施設

で、地域の『津波避難ビル』でもあります。 

由比ガ浜保育園は 11月 6日（月）から、子育て支援

センターは 11月 27日（月）からご利用いただけま

す。障害児通所支援施設は、来年 4月 1日からの

開所を予定しています。 

由比ガ浜こどもセンターの開所 



 

 

 

 

                                                                                                                                    

 

 
 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎お知らせ◎ 
   

◎この温故知新を、ごみとして捨てる際は『ミックスペーパー』へお願いします。 

・『月刊 ・温故知新』（本紙）を 10枚以上配布していただける方を募集しています。 

⇒「やってあげても良いよ」という方、ぜひご連絡下さい！ 

・この『月刊 ・温故知新』を、お店の片隅やレジ横などに置かせて下さい！ 

◎定期購読をご希望の方は、無料で郵送しますのでご連絡ください。 

◎『松尾たかしを応援する会』への連絡先 

〒248-0034  鎌倉市津西 1-11-1‐2階（お蕎麦屋「よしむら」さんの 2階） 

TEL・FAX  0467-32-7186                    発行：松尾たかしを応援する会 

日時：１１月４日（土）午前７時から８時 
（原則、毎月第１土曜日に開催。雨天中止。） 

集合場所 ： JR大船駅東 階段下 

持ち物：軍手、トング（またはちりとり・ほうき） 

 

終了後、近くのお店にてコーヒーなどを飲みなが

ら、わいわいと懇談・意見交換をしますので、こち

らもお気軽にご参加ください。 
 

 

 

 

4年間の取り組みが紹介されました 

 

 

「鎌倉市緑の基本計画推進の取り組み」

が、第 37回「緑の都市賞」内閣総理大臣賞

を受賞しました！ 
 

これは、樹木や花、水辺などの「みどり」を用いた環

境の改善、景観の向上、地域社会の活性化、青少

年の育成等に取り組み、環境や社会に対する貢献

の実績と成果をあげている市民団体、企業、公共

団体等を顕彰するものです。 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

WHO の『エイジフレンドリーシティ』に承認さ

れました！ 
 

WHO は高齢者に優しい地域づくりに取り組む国際

的なネットワーク『エイジフレンドリーシティ』を推進

しており、現在、世界37ヵ国、500の自治体（日本で

はこれまで秋田市と宝塚市）が参加しています。 

この度、鎌倉市も参加することが承認されました。

これを機会に、さらに高齢者に優しい地域づくりの

取り組みを推進していきます。 
 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

防災ガールが選ぶ、津波防災対策自治体

ランキングで鎌倉市は第９位となりました！ 
 

鎌倉市では、以前から津波避難の合図として『オレ

ンジフラッグ』の普及に取り組んでおり、海水浴場で

は、オレンジフラッグを使用した避難訓練などを実

施してきました。 

また今年は、浸水が想定されている商店街にオレ

ンジフラッグを配布する予定です。（今年は 250本

作成。） 商店街の方々が率先避難して、土地勘の

ない観光客の方などを誘導する目印として、オレン

ジフラッグを活用します。 

 

NAVER まとめというサイトに、『鎌倉市の影の

立役者【松尾崇】市長の実績が凄すぎた！！』で、

４年間の鎌倉市政の取り組みが紹介されました。

客観的に、分かりやすくまとめられていますので、

ぜひご覧ください⇒ 

https://matome.naver.jp/odai/ 

2150558264682677901 
 

こちらの QR コードでも 

ご覧いただけます ⇒ 

第１６１回 大船クリーン大作戦 

 

 

 

受賞などの報告をします 

 

 

UCDA アワード「アナザーボイス賞」を受賞

しました！ 
 

「UCDA アワード」とは、一般社団法人ユニバーサ

ルコミュニケーションデザイン協会の主催で、生活

者に発信する情報媒体を、専門的観点から客観

的に評価し、優れたコミュニケーションを表彰する

ものです。 

今回「UCDA アワード 2017」で、鎌倉市の児童手

当の案内が「アナザーボイス賞」を受賞しました。 


